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DIASコミュニティフォーラム

第４期DIASプロジェクトの紹介と
今後の展開

石川洋一
海洋研究開発機構 地球情報基盤センター
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はじめに

データ統合・解析システム「DIAS」（Data Integration and Analysis System）
は2021年度より「地球環境データ統合・解析プラットフォーム事業」として第
４期のプロジェクトがスタートしました。

第４期プロジェクトは10年の研究開発プロジェクトとして、海洋研究開発機構・
東京大学・京都大学・国立情報学研究所・早稲田大学・北見工業大学のチームで
推進していきます。

第４期DIASでは３期までの15年間の成果を活用しながら、新たな研究開発に取り
組んでいきます。
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数字で見るDIASの現在

第3期で爆発的に増加

DIAS
第3期

先DIAS時代からのユーザ数推移
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数字で見るDIASの現在

年間1000人ペースで増加

新
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この分野では異例の
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数字で見るDIASの現在

DIAS登録データセット数の推移(2010-)
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数字で見るDIASの現在

DIAS保有データ量の推移(1983-)
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数字で見るDIASの現在

アプリケーション数：３６
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第４期DIASプロジェクトの目的

• DIASがこれまで構築してきた情報基盤を活用し、地球科学と情報科学を融合さ
せた最先端の研究開発

• 広範な分野から研究者・技術者が集う場を形成し、萌芽的な研究を促進する
オープンプラットフォームの構築

• 常に変化するユーザニーズ応えることができる長期・安定的な運用体制の確立
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気候変動に関する状況

IPCC第６次報告書

昨年8月WG1「自然科学的根拠」
の公開に続き、2/28にWG2
「影響・適応・脆弱性」の報告
書が公表された
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IPCC第６次報告書 WG1

• WG1の報告書では

「人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がな
い。大気、海洋、雪氷圏及び生物圏において、広範囲かつ急速な変化が現れてい
る。 」と非常に強いメッセージが示された。

将来の変化についても

「気候システムの多くの変化は、地球温暖化の進行に直接関係して拡大する。こ
の気候システムの変化には、極端な高温、海洋熱波、大雨、いくつかの地域にお
ける農業及び生態学的干ばつの頻度と強度、強い熱帯低気圧の割合、並びに北極
域の海氷、積雪及び永久凍土 の縮小を含む。 」と、平均的な気候の変化に加
え、極端事象の変化についても影響があることが示された
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IPCC第６次報告書 WG1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_00694.html

https://www.env.go.jp/earth/ipcc/6th/index.html
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IPCC第６次報告書 WG2

政策決定者向け要約(SPM)の構成
A:はじめに

B:観測された影響及び予測されるリスク

C:適応策と可能にする条件

D:気候にレジリエントな開発

付録など



Copyright All rights reserved 14

IPCC第６次報告書 WG2

WG2の報告書では

「人為起源の気候変動は、極端現象の頻度と強度の増加を伴い、自然と人間に対
して、広範囲にわたる悪影響と、それに関連した損失と損害を、自然の気候変動
の範囲を超えて引き起こしている。 」と、人為起源の気候変動の影響を示すと
ともに、

「開発と適応の努力の中には、脆弱性を低減させるものもある。複数の部門や地
域にわたり、最も脆弱な人々とシステムが不均衡に影響を受けていると見受けら
れる。気象と気候の極端現象の増加により、自然と人間のシステムはそれらの適
応能力を超える圧力を受け、それに伴い幾つかの不可逆的な影響をもたらしてい
る。 」と適応策の必要性が示されている。

（B:観測された影響及び予測されるリスク）
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IPCC第６次報告書 WG2
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IPCC第６次報告書 WG2

WG2の報告書では

「適応の計画及び実施の進捗は、全ての部門及び地域にわたって観察され、 複数
の便益を生み出している。しかし、適応の進捗は不均衡に分布しているととも
に、適応ギャップが観察されている。」と適応策の重要性とその課題が指摘され
るとともに、

「人々及び自然に対するリスクを低減しうる、実現可能で効果的な適応の選択 肢
が存在する。適応の選択肢の実施の短期的な実現可能性は、部門及び地域にわ
たって差異がある。」と、適応オプションについて言及されている。

（C:適応策と可能にする条件）
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IPCC第６次報告書 WG2

WG2の報告書では

「気候にレジリエントな開発は、政府、市民社会及び民間部門が、リスクの低
減、衡平性及び正義を優先する包摂的な開発を選択するとき、そして意思決定プ
ロセス、ファイナンス及び対策が複数のガバナンスのレベルにわたって統合され
るときに可能となる 」と、気候変動適応に関わる様々なレベルの人々を巻き込
んだ意思決定プロセス・ファイナンス・対策の重要性が示されている。

（D:気候にレジリエントな開発）
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気候変動のリスクと適応

気候変動リスクとそれを構成する要素（IPCC AR5（2014）に基づき作
成）

国立環境研ウェブサイトより
https://www.nies.go.jp/kanko/kan

kyogi/61/column1.html

気候変動によりハザード
が増加する環境におい
て、

リスクをコントロールする
ためには脆弱性や暴露を
減らす必要がある
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気候変動適応によって実現される気候にレジリエントな開発APPROVED Summary for Policymakers IPCC WGII Sixth Assessment Report 

Subject to Copyedit SPM-4 Total pages: 35 

 
Figure SPM.1:  This report has a strong focus on the interactions among the coupled systems climate, ecosystems 

(including their biodiversity) and human society. These interactions are the basis of emerging risks from climate change, 

ecosystem degradation and biodiversity loss and, at the same time, offer opportunities for the future. (a) Human society 

causes climate change. Climate change, through hazards, exposure and vulnerability generates impacts and risks that can 

surpass limits to adaptation and result in losses and damages. Human society can adapt to, maladapt and mitigate climate 

change, ecosystems can adapt and mitigate within limits. Ecosystems and their biodiversity provision livelihoods and 

ecosystem services. Human society impacts ecosystems and can restore and conserve them. (b) Meeting the objectives of 

climate resilient development thereby supporting human, ecosystem and planetary health, as well as human well-being, 

requires society and ecosystems to move over (transition) to a more resilient state. The recognition of climate risks can 

strengthen adaptation and mitigation actions and transitions that reduce risks. Taking action is enabled by governance, 

finance, knowledge and capacity building, technology and catalysing conditions. Transformation entails system 

transitions strengthening the resilience of ecosystems and society (Section D). In a) arrow colours represent principle 

human society interactions (blue), ecosystem (including biodiversity) interactions (green) and the impacts of climate 

change and human activities, including losses and damages, under continued climate change (red). In b) arrow colours 

represent human system interactions (blue), ecosystem (including biodiversity) interactions (green) and reduced impacts 

from climate change and human activities (grey). {1.2, Figure 1.2, Figure TS.1} 

 

 

The concept of risk is central to all three AR6 Working Groups. A risk framing and the concepts of adaptation, 

vulnerability, exposure, resilience, equity and justice, and transformation provide alternative, overlapping, 
complementary, and widely used entry points to the literature assessed in this WGII report.   

 

Across all three AR6 working groups, risk5 provides a framework for understanding the increasingly severe, 
interconnected and often irreversible impacts of climate change on ecosystems, biodiversity, and human 

systems; differing impacts across regions, sectors and communities; and how to best reduce adverse 

 

 
5 Risk is defined as the potential for adverse consequences for human or ecological systems, recognising the diversity of values and 
objectives associated with such systems 
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年平均気温 約1.4°C/約4.5°C上昇

21世紀末 日本 、20世紀末 比 …

猛暑日や熱帯夜はますます増加し、

冬日は減少する。

激 雨 増
日降水量の年最大値は
約12% （ 約15 mm） / 約27% （ 約33 mm） 増加

50 mm/h以上の雨の頻度は約1.6倍/約2.3倍に増加

降雪 積雪 減少

雪ではなく雨が降る。

ただし大雪のリスクが
低下するとは限らない。

強 台風 割合 増加
台風 伴 雨 風 強

海面水温 約1.14°C/約3.58°C上昇

温まりやすい陸地に近いことや暖流の影響で、
予測される上昇量は世界平均よりも大きい。

沿岸 海面水位
約0.39 m/約0.71 m上昇

3月 海海氷面積
約28%/約70%減少

【参考】4°C上昇シナリオ（ RCP8.5） では、
21世紀半ばには夏季に北極海の海氷が
ほとんど融解すると予測されている。

日本南方 沖縄周辺
世界平均 同程度 速度
海洋酸性化 進行

※黄色は2°C上昇シナリオ（ RCP2.6） 、
紫色は4°C上昇シナリオ（ RCP8.5） による予測

※ この資料において「将来予測」は、特段の説明がない限り、日本全国について、21世紀末時点の予測を20世紀末又は現在と比較したもの。
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国交省ウェブサイト
https://www.mlit.go.jp/riv

er/shinngikai_blog/chisui

_kentoukai/index.html



Copyright All rights reserved 25

https://www.mlit.g

o.jp/river/shinngik

ai_blog/hozen/gai

you.pdf



Copyright All rights reserved 26

階層的なデータの活用

気候情報の活用事例をみると環境情報と応用分野の情報の階層的な統融合が
典型例としてあげられる

環境データ（気候・気象・海洋）

応用分野（例えば水産・生態系）

• 水産分野・生態系分野などの情報は限定的である

• 時空間情報を海洋環境の関数として表すことにより、限られた情報を拡張

• 離散的に得られた観測データ（現場観測・リモートセンシング）をデータ同化によって統合

• 時空間的に整列した情報が得られるようになっている

• 例えば日本周辺の2km・1時間格子情報が現業的に提供されている
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地球科学と情報科学を融合させた研究開発

高
性
能
計
算

気候予測データセット

CMIP
力学
DS

統計
DS

海洋
データ

d4PDF

適応策の検討：スクリーニングとアセスメント

デ
ー
タ
利
用
研
究
開
発

気候モデル

洪水評価 土砂災害

データ変換ツール

気候影響の評価利用

農林水産業
水環境
水資源

自然生態系
自然災害
沿岸域

健康
産業
経済活動

国民生活
都市生活

データ分析ツール DIASES 東大

第４期

水産資源管理
振興策

保健政策
新規課題
政策利用

新規課題
産業利用
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気候変動に関する
懇談会
第4回資料より
https://www.data.j

ma.go.jp/cpdinfo/ki

kohendo_kondank

ai/index.html
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気候変動に関する研究開発とオープンプラットフォーム

気候変動に関連する分野は多岐にわたっており、さまざまな専門の研究者と連携
して、最終的な適応策の担い手に必要な情報を届ける

気候変動予測情報から適応策（適応オプション）までを総合的にカバーしたソ
リューションの開発が求められている

DIASはこのようなEnd-to-Endアプリケーションの開発実績が豊富にある

気候変動適応の実践のためには、様々な分野の経験を活用しながら開発したアプ
リケーション・ノウハウの共有が有効

⇨オープンプラットフォームとしてのDIAS
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課題 内容

特定課題 定義：DIAS事業参画者が実施する課題（システム管理、サービス運用も含む）
＃政策的に必要な課題も含む

共同研究課題 定義：外部利用者とDIAS事業参画者との協働で実施する課題
利用料：原則無償（有償も可）
研究費：なし（双方持ち寄り）
成 果：原則公開
＃DIAS事業内の研究者とDIAS事業参画者との共同研究契約に基づく

大学等の共同利用公募のように、申請希望者は、申請前にDIAS事業参画者と打合せを行
い、DIAS事業参画者と連名で申請することを条件とする

外部利用課題 定義：外部利用者が実施する課題
利用料：原則有償
成 果：非公開も可

#将来的には、代理店に一定枠を与え、きめ細かいサービスの実施を検討
#直接契約ができるものは先行して開始も検討

オープンプラットフォーム

DIASにおけるオープンプラットフォーム
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おわりに

今年度より始まった第４期DIASプロジェクトでは、これまでの成果を活用し、特
に気候変動分野における研究開発に積極的に取り組んでいきます

気候変動に関するEnd-to-Endアプリケーションの開発を私たちと一緒に取り組ん
でくれる方の募集を予定しています

興味のある方はお近くのDIAS関係者までお知らせください


